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⺠泊施設への地域での対応策

NPO法⼈京都ホームシェアリングクラブ

⺠泊を知る その１．
１．住宅宿泊事業法
・届出制/180⽇(泊)の営業
・⾮同居型で住宅専⽤地区1⽉15⽇正午
〜3⽉16⽇正午までの営業。ただし、京
町家の場合180⽇（泊）営業可

1-1．家主住居型（同居型）

1-2．家主不在型（⾮同居型）

２．旅館業法
・許可制/営業⽇の規定なし
・既定の⽤途地(全国）
・特別⽤途地等（地⽅）

2-1. ホテル・旅館
2-2. 簡易宿所
・住宅を⽤途変更した宿 京町家、農家⺠宿
※⼾建て住宅を⽤途変更し複数⼈数が宿泊ーゲスト
ハウス
・宿泊⽤に建てられた宿 カプセルホテル等
2-3.   下宿(⼀ヵ⽉以上の単位の宿泊）

住宅宿泊事業法 旅館業法 簡易宿所

京都市情報館 https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000234789.html

住宅宿泊事業法の場合

京都市情報館 https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000234789.html

⺠泊を知る その２．
京都市の旅館業条例・規制改正（2020年4⽉1⽇施⾏）
簡易宿所

1．京町家(認定)
※3階建て以下、9名まで1組、昭和25年5⽉25⽇以前の伝統的⽊造建築

1-1. 対⾯（帳場不要）受付
1-2. 800m(10分）駆けつけ要件

2. 京町家以外
2-1. 使⽤⼈等常駐による運営
※2組以上、帳場の設置、3階建以下、800m(10分)駆けつけ要件

2-2. 施設外帳場による運営
※9名以下1組（⼩規模施設）、カメラ設置、800m(10分)駆けつけ要件

NPO法⼈ 京都ホームシェアリングクラブ
① メンバー構成
・住宅宿泊事業法（家主同居または不在型）、既存の住宅を⽤途変
更し簡易宿所として宿を提供している者（＋検討者）

【宿所を始めた /  始めたいと思った理由】
・⼆世帯住宅だったが親が亡くなって空き家になった
・⼤学が京都外でそのまま京都外に定住、両親が亡くなり、空き家になった
・⼦どもが巣⽴ち部屋が空いた（⼀⼈暮らしで不安、会話を持ちたい）
・都合にあわせて休みたい（いつでも貸し出しを⽌めることができる）

【経済的な理由】
・京町家の保守費⽤を賄うため
・年⾦の⾜しにするため
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簡易宿所・住宅宿泊事業の運営希望者のアンケート 2016年

空き家・空き部屋

５０代以上がほぼ半数

⼀⼾建て・離れ家

経済的理由
⽣活費・年⾦・家族等

主たる⽣活費10％

シェアリング・エコノミー
P2P(Peer to Peer)

Peers=Equal
同じような価値を持つ⼈々

．．．など。

メンバーのみが利⽤
できる会員制
※登録には運転免許証等公
的な証明が必要

※メンバーとメンバーが連
絡し合いお互いの条件が合
致した時点で成⽴

KHSCメンバーが利⽤するプラットフォーム

【Airbnb-他社との違い その１】
ホストはパートナーと位置し共に学び成⻑するという考え⽅

【Airbnb-他社との違い その２】
⼈と⼈が助け合える仕組み ※ミートアップとは懇親会や勉強会のことです。

※補助ホストは、ホストが急
な⽤事や急病で運営作業がで
きないときにお願いする⼈で
す。家族や親せき、友⼈にお
願いすることが多いです。

●●●
●●●

●●● ●●●●
●●●

【Airbnb-他社との違い その３】
地域のお店やお祭りを紹介できる仕組み

② 紹介

① 登録

③ ・詳細
・お気に⼊り追加機能

※宿泊運営者が地元のお祭りやお店を紹介できるページが
あり、旅⾏者は渡航前に情報を閲覧することができます。

【Airbnb-他社との違い その４】
世界中の⼈と⼈を結び、世界中を平和にしたいという思い

※レスパイトケアとは、在宅介護の要介護状態の⽅（利⽤者）が、福祉サー
ビスなどを利⽤している間、介護をしている家族などが⼀時的に介護から解
放され、休息をとれるようにする⽀援のことです。⽇本の場合は、⼊院患者
の付き添いの家族の⽅に宿泊を提供することが多いです。
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【NPO法⼈ 京都ホームシェアリングクラブの活動】

・各種勉強会

・情報交換

・地域との交流

・社会貢献活動

・ホームシェア普及活動
※ 宿泊施設、ホームステイ、ソリデール（下宿）、住宿＋賃貸など。

町並みを変えず今ある家を活⽤する

ホスト
地域

ホスト
地域

ホスト
地域

ホスト
地域

ホスト
地域 ホスト

地域

ホスト
地域

地域コミュニティで⺠泊対策
１．⺠泊の形態や仕組みを知ること

２．宿泊者に声掛けをする
・宿泊者に⽇本語で「こんにちは、こんばんは」と声掛けをする
・家の前でゴミを捨てたり、煙草を吸っているところを⾒かけたら冷静に注意をする
※⽂化的な違いもあるのでダメだという認識がない場合もあります。ゴミの捨て⽅や喫煙可能な場所
を教えましょう。
※張り紙をしているから良いだろう、常識でしょう、と思わず話すことが重要です。
※声をかけることで旅⾏者は宿周辺の居住者が⾃分たちを認識していると思うと、マナーに気を付け
ることが多いです。

３．⺠泊運営に⼊り込む
・ 800m(10分）駆けつけ要件を請け負う
・ 清掃を請け負う
・ 補助ホスト(Airbnbの場合)になる
※⺠泊運営の中の様⼦を確認することができます。
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